
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を

配
信
開
始

　
「
次
の
収
集
日
は
い
つ
？
」「
フ
ラ
イ
パ
ン

は
ど
の
区
分
？
」「
収
集
日
に
ご
み
を
出
し

忘
れ
た
」
な
ど
の
時
の
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
の
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
6
月
下
旬

か
ら
配
信
を
開

始
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
対
応
端
末
＝
ｉ
Ｏ
Ｓ
（
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ　

５.

１.

１
以
降
）
ま
た
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ

（
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ　
２.
３
以
降
）
を
搭
載

し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末　

●
主
な
機
能
＝
設
定
し
た
地
域
の
収
集
日
を

カ
レ
ン
ダ
ー
に
表
示
。
収
集
日
の
前
日
と
当

日
に
ア
ラ
ー
ト
で
通
知
。
ご
み
の
品
名
か
ら

収
集
区
分
を
検
索
で
き
る
ご
み
分
別
辞
典
。

種
類
ご
と
に
ご
み
の
出
し
方
を
解
説　
●
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
＝
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
か
、
Ａ
ｐ
ｐ　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　
Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
で
「
大
東
市　
ご

み
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い

iPhone

Android

問
環
境
課
☎
870
・
9
2
6
5

受
動
喫
煙
防
止
策
が

強
化
さ
れ
ま
す

　
受
動
喫
煙
の
防
止
を
図
る
た
め
、
多
数
の 起動画面

大
東
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
決
定

７
月
中
旬
か
ら
新
た
な

デ
ザ
イ
ン
で
運
行
し
ま
す

　
車
両
3
台
の
う
ち
、
2
台
を
入
れ
替
え
る

た
め
、
投
票
数
の
多
か
っ
た
２
案
を
導
入
し

ま
す
。運
行
開
始
は
７
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

問
交
通
政
策
課
☎
870
・
9
6
6
7

人
が
利
用
す
る
施
設
な
ど
の
種
類
に
応
じ
、

一
定
の
場
所
を
除
き
喫
煙
を
禁
止
す
る
健
康

増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
ま
す
。　
　
　
　

時
来
年
4
月
1
日
か
ら
全
面
施
行
（
7
月
1

日
か
ら
一
部
施
行
）　
●
主
な
変
更
点
＝
①

学
校
や
病
院
、
児
童
福
祉
施
設
、
行
政
機
関

の
庁
舎
な
ど
：
7
月
か
ら
敷
地
内
禁
煙
（
特

定
屋
外
喫
煙
場
所
の
設
置
は
可
）
②
オ
フ
ィ

ス
・
事
業
所
、
飲
食
店
：
来
年
4
月
か
ら
原

則
屋
内
禁
煙
（
専
用
の
喫
煙
室
で
の
み
喫
煙

可
）

　
さ
ら
に
府
は
、
3
月
に
「
大
阪
府
受
動
喫

煙
防
止
条
例
」
を
制
定
し
、
①
は
来
年
4
月

1
日
か
ら
、
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
の
設
置
も

認
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す（
努
力
義
務
）。

　
詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
地
域
保
健
課
☎
874
・
9

　

5
　

0
　

0
大
東
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
し
ま
す

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
住
民
税
非

課
税
世
帯
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る

影
響
の
緩
和
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
取
扱

店
で
使
え
る
「
大
東
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
を
発
行
し
ま
す
。

内
1
冊
5
千
円（
500
円
券
10
枚
）を
4
千
円
で

販
売
。
1
人
5
冊
ま
で　
対
①
今
年
度
住
民

税
非
課
税
者
（
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一

の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
な
ど
を
除
く
）
②
平

成
28
年
4
月
2
日
～
令
和
元
年
9
月
30
日
に

生
ま
れ
た
子
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主　
●

案
内
の
送
付
＝
①
7
月
末
か
ら
②
9
月
末
お

よ
び
10
月
末　
●
利
用
期
間
＝
10
月
1
日
～

来
年
2
月
29
日

問
産
業
振
興
課
☎
870
・
4
0
1
3

大
東
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
　
取
扱
店
募
集
！

対
市
内
に
店
舗
・
事
業
所
が
あ
り
、
市
民
を

対
象
に
商
品
・
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
事
業
者（
一
部
対
象
外
商
品
な
ど
あ
り
）

申
問
７
月
31
日
午
後
５
時
ま
で
に
「
取
扱
店

登
録
申
請
書
兼
誓
約
書
」（
大
東
商
工
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
か
持
参
で
大
東
商
工
会
議

所
☎
871
・
6
5
1
1　
FAX
871
・
0
3
3
0

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

開
庁
日
時
を
変
更
し
ま
す

　
７
月
１
日
か
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

開
庁
日
時
を
変
更
し
ま
す
。

時
月
～
金
曜
日
（
水
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
０
時

45
分
～
５
時

問
生
活
安
全
課
☎
870
・
4
0
1
0

開
か
れ
た
市
政
を

推
進
す
る
た
め
に

　
市
で
は
、
市
民
の
知
る
権
利
の
保
障
と
市

の
説
明
責
任
を
目
的
と
し
た
情
報
公
開
制
度

と
、
市
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
適
正
な

虹

菊

TOPICS
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子育て関連の記事には
ダイトンが付いているよ！

記
号
の
見
方  

時
と
き  

所
と
こ
ろ  

内
内
容  

講
講
師  

出
出
演  

対
対
象  

定
定
員  

￥
費
用  

￥0
無
料  

持
持
ち
物  

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他  

申
申
し
込
み
先  

問
問
い
合
わ
せ
先  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）



取
り
扱
い
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
制
度
を

実
施
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
の
運
用
状
況

に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

︽
情
報
公
開
制
度
︾

　
皆
さ
ん
と
の
共
有
の
財
産
で
あ
る
、
市
が

持
っ
て
い
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
と
市
が

情
報
を
共
有
し
合
い
、
市
民
参
加
お
よ
び
市

民
主
体
型
の
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
情
報
公
開
請
求

　
情
報
公
開
制
度
に
基
づ
く
公
開
請
求
は
1６９

件
あ
り
ま
し
た
。

情
報
公
開
請
求
の
処
理
状
況

・
全
部
公
開
52
件 

 

（
31
％
）

・
部
分
公
開
79
件 

 

（
47
％
）

・
非
公
開
28
件 

 

（
16
％
）　

・
取
り
下
げ
な
ど
10
件 

（
6
％
）

請
求
内
容

・
地
方
創
生
局
関
係
20
件 

（
12
％
）

・
政
策
推
進
部
関
係
23
件 

（
14
％
）

・
総
務
部
関
係
51
件  

（
30
％
）

・
市
民
生
活
部
関
係
26
件 

（
15
％
）

・
福
祉
・
子
ど
も
部
関
係
9
件（
5
％
）

・
街
づ
く
り
部
関
係
17
件 

（
10
％
）

・
そ
の
他
23
件 

 

（
14
％
）

︽
個
人
情
報
保
護
制
度
︾

　
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
、
皆
さ
ん
に
関
す
る
情
報
を
保
護
し
よ

う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

自
分
に
関
す
る
情
報
を
知
り
た
い
と
き

は
、開
示
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
に
事
実
の
誤

り
が
あ
る
と
き
は
、
利
用
停
止
お
よ
び
訂
正

な
ど
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
個
人
情
報
の
開
示
、
利
用
停
止
お
よ
び

訂
正
な
ど
の
請
求

　
個
人
情
報
保
護
制
度
に
基
づ
く
開
示
の
請

求
は
、
24
件
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
利
用
停

止
お
よ
び
訂
正
な
ど
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

個
人
情
報
開
示
請
求
の
処
理
状
況　

・
全
部
開
示
7
件 

 

（
29
％
）

・
部
分
開
示
17
件 

 

（
71
％
）

・
非
開
示
0
件 

 

（
0
％
）

・
取
り
下
げ
0
件 

 

（
0
％
）

　
制
度
の
運
用
状
況
に
関
す
る
詳
し
い
内
容

は
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
運
用
状
況
報
告

書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

よ
り
多
く
の
人
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
と
市
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

︽
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
︾

　
制
度
の
窓
口
と
し
て
、
市
役
所
1
階
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

や
防
災
マ
ッ
プ
、
施
設
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
総
合
計
画
書
、
予
算
書
な
ど
の
市
に
関

す
る
資
料
を
そ
ろ
え
て
い
る
ほ
か
、
市
刊
行

物
の
販
売
や
コ
ピ
ー
・
フ
ァ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス

（
有
料
）も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎
870
・
0
4
1
5

広
報
誌・市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
広
告
を
出
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
市
民
へ
の
生
活
情
報
の
提
供
を
図
る
た

め
、
事
業
所
や
自
営
業
者
な
ど
か
ら
広
告
を

募
集
し
、
広
報
「
だ
い
と
う
」
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載（
有
料
）し
ま
す
。
広
告
掲
載

に
つ
い
て
は
、
市
で
定
め
た
要
綱
な
ど
に
よ

り
一
定
の
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
広
報
﹁
だ
い
と
う
﹂
＝
約
５
万
５
千
部
、

市
内
各
世
帯
に
配
布
。
誌
面
下
段
に
掲
載
。

1
枠
当
た
り
縦
55
㎜
×
横
90 ㎜
。
2
枠
分
を

1
枠
と
し
て
の
使
用
も
可

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
年

間
約
35
万
件
の
ア
ク
セ
ス
数
。
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
下
部
に
掲
載
。
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
150
ピ

ク
セ
ル
。
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
ま
た
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形

式（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
）

　
掲
載
料
な
ど
詳
し
く
は
、
広
告
取
扱
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
㈱
ホ
ー
プ
☎
0９２
・
71６
・
1
4
0
4

春
の
叙
勲

地
方
自
治
功
労（
元 

大
東
市
議
会
議
員
）

旭
日
小
綬
章

川
口
　
志
郎 

75
歳
　
野
崎
1
丁
目

教
育
功
労（
元 

公
立
小
学
校
長
）

瑞
宝
双
光
章

西
村
　
隆 

87
歳
　
氷
野
1
丁
目

統
計
調
査
功
労（
元 

各
種
統
計
調
査
員
）

瑞
宝
単
光
章

中
本
　
桂
子 

72
歳
　
新
田
本
町

更
生
保
護
功
績（
現 

保
護
司
）

藍
綬
褒
章

柴
﨑
　
勝
美 

77
歳
　
北
条
1
丁
目

消
防
功
労（
元 

大
阪
府
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
監
）

瑞
宝
双
光
章

奥
田
　
修
次 

66
歳
　
寺
川
4
丁
目

消
防
功
労（
元 

大
阪
府
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
監
）

瑞
宝
双
光
章

山
本
　
秀
行 

65
歳
　
緑
が
丘
1
丁
目

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

春
の
褒
章

おめでとうございます

だいとう　2019（令和元）年7月号6
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　平成30年度の経営状況について、まず収入面では、給水収益
は減少しましたが、加入金の増加などにより、収入合計23億
3,206万円となり、前年度決算額に比べて2,436万円（1.1%）の
増となりました。
　支出面では、受水単価が下がったことにより受水費は減少
しましたが、資産減耗費の増加により、支出合計20億9,922万
円となり、前年度決算額に比べて1,737万円（0.8%）の増となり
ました。
　これにより、平成30年度決算は2億3,284万円の純利益を計
上することとなりました。
　建設改良事業については、平成30年度から新たに管路更新
事業に取り組んでおり1,022㍍の更新を行いました。
　今後も、より一層の効率化と経費節減などを図り、市民の皆
さんへの安定給水の推進に努めてまいります。

上下水道局からのお知らせ 水道事業の業務状況

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

70,000,000

60,000,000

40,000,000

貸借対照表

資産
60,877,240

負債・資本
60,877,240

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000
50,000,000

4,000,000

収入計
3,742,329千円 － 3,427,553千円 ＝

支出計
314,776千円
純利益

損益計算書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日） （平成31年3月31日）

収入
3,742,329

支出
3,427,553

（単位：千円） （単位：千円）

下水道使用料
1,483,277

（39.64%）

他会計負担金
379,950

（10.15%）
資本金

14,781,649
（24.28%）

負債
42,856,388
（70.40%）

剰余金
3,239,203
（5.32%）

固定資産
59,946,457
（98.47%）

流動資産
930,783

（1.53%）

その他収益
42,281（1.13%）

長期前受金
戻入

560,191
（14.97%）

純利益
314,776

流域下水道
管理費
596,337

（17.40%）

雨水処理
負担金

1,276,630
（34.11%）

減価償却費
2,012,164

（58.71%）

企業債利息
568,832

(16.60％)

その他支出
250,220（7.29%）

500,000

1,500,000

2,500,000

3,500,000

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

貸借対照表

資産
13,932,701

負債・資本
13,932,701

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

収入計
2,332,064千円 － 2,099,220千円 ＝

支出計
232,844千円
純利益

損益計算書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日） （平成31年3月31日）

収入
2,332,064

支出
2,099,220

（単位：千円） （単位：千円）

給水収益
2,095,474

（89.85%）

加入金
86,970

（3.73%）
資本金

7,250,615
（52.04%）

負債
5,254,175

（37.71%）

剰余金
1,427,911

（10.25%）

固定資産
10,305,076
（73.96%）

流動資産
3,627,625

（26.04%）

その他収益
73,791（3.17%）

長期
前受金
戻入

74,567
（3.20%）

純利益
232,844

受水費
991,429

（47.23%）

物件費
431,491

（20.55%）

減価
償却費等
418,580

(19.94％)

企業債利息
51,613

（2.46%）

受取利息
1,262

（0.05%）

人件費
206,107（9.82%）

下水道事業の業務状況
　損益計算書について、収入の主なものは下水道使用料

（汚れた水をきれいにするための費用を、利用者である皆
さんに負担していただくもの）と雨水処理負担金（浸水などの
被害を防ぐため、市域から雨水を排除するために必要な費用
を市に負担してもらうもの）です。
　下水道使用料は前年度決算額に比べて1,474万円（1.0%）増
の14億8,328万円となりました。収入の合計が前年度比0.3%
減の37億4,233万円となり、平成30年度決算は3億1,478万円
の純利益を計上することとなりました。
　次に貸借対照表について、負債のうち主なものは企業債（下
水道管や施設の整備を行う資金として国などから借り入れる
お金）ですが、平成30年度は返済の結果、企業債残高が14億
5,115万円の減となりました。
　下水道事業では一層の経営合理化を図りながら、今後も皆
さんの安心・安全・快適な生活環境を維持するべく、施設の
老朽化・耐震対策・浸水被害軽減に取り組んでまいります。

水道事業業務表（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）
平成３０年度 前年度比

給水区域内総人口 120,799人 △800人
給水人口 120,791人 △800人
給水戸数 56,651戸 　284戸
普及率 99.9% ―
年間総配水量   13,815,045㎥ （100%） 143,532㎥
企業団水道受水分 13,636,850㎥（98.7%） 61,349㎥
大阪市営水道受水分 　178,195㎥ （1.3%） 82,183㎥

下水道事業業務表（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）
平成３０年度 前年度比

処理区域内人口 119,217人 △746人
普及率 98.9% 0.03%
水洗済人口 116,171人 △633人
水洗化率 97.44% 0.07%
水洗済戸数 54,466戸 350戸
管渠総延長 264,157.82m 418.63m
公共下水道実処理面積 1,197.11ha 1.62ha

　平成30年度は、前年度と比較して給水人口が800人減少
する一方で、給水戸数は284戸増加し、年間総配水量は前年
度と比較して約14万㎥（1．0％）増加しました。

問上下水道局総務課☎871・1191
（用語説明）　損益計算書は1年間にどれだけの利益または損失が生じたかを表したものです。貸借対照
表は年度末の財政状態を示したもので、事業運営で得た「資産」、事業運営のために必要とした借入金な
どの「負債」、事業運営における元手を意味する「資本」で構成されています。
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